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令和６年第２回二戸市教育委員会定例会 

 

議事日程 

 

令和６年２月１３日（火） 

午後２時００分 開議 

二戸市役所 別館２階入札室 

 

日程第 １ 会期の決定  

 

 

日程第 ２ 一般報告  

 

 

日程第 ３ 議案第 １号 令和６年度教育施政方針要旨について 

 

 

日程第 ４ 議案第 ２号 市議会定例会提出議案への同意について 

令和５年度二戸市一般会計補正予算（第 11号）(うち教育委員会分) 

 令和６年度二戸市一般会計予算(うち教育委員会分) 

 

日程第 ５ 報告第 １号 二戸市教育委員会の後援・共催等について 
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令和６年第２回教育委員会定例会 会議録 
 

 
１ 日 時  令和６年２月１３日（火） 午後２時００分 
 
 
２ 場 所  二戸市役所 別館２階入札室 
 
 
３ 会議に出席した委員 

教育長 加 藤 暢 之 （１番） 
委員（教育長職務代理者） 
委員 
委員 

槻 舘 行 男 
佐々木 千 穂 
阿 部   歩 

（２番） 
（３番） 
（４番） 

委員 荒 谷 直 大 （５番） 
※過半数以上の委員の出席があるため成立。（地方教育行政の組織及び 

 運営に関する法律第 14 条第３項） 

 
 
４ 説明のため会議に出席した職員 

教育部長 
教育企画課長 
学力向上推進監 

立 花 幸 博 
佐 藤 しのぶ 
坂 本   真 

生涯学習課長  佐 藤 功 也 
図書館長 土 屋 美由紀  

文化財課長 柴 田 知 二 
       
 
５ 職務（記録）のために会議に出席した者の氏名 
      教育企画課 主査  相 馬   剛 

教育企画課 主任  國 分 知 子 
 
 

６ 会議の大要 

  （１）議題等    別紙議事日程のとおり 

  （２）議事の大要  開会 午後２時００分 
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加藤教育長 ただいまの出席者は５名です。出席定数は満たしておりますの

で、会議は成立しています。 

 

加藤教育長 ただいまから、令和６年第２回二戸市教育委員会定例会を開会

いたします。 

 

加藤教育長 事務局、本日の傍聴の申し出はありますか。 
 

事務局（佐藤教育企

画課長） 
ありません。 

 
加藤教育長 

 
はじめに会議録の承認を行います。 
「令和６年第１回二戸市教育委員会定例会」の会議録につきまし

ては、すでにお渡ししておりますが、字句の訂正を除き、承認して

よろしいでしょうか。 
 
委員一同 
 
加藤教育長 

 
異議なし。 

 
それでは、承認いたします。 

 なお、字句の訂正がありましたら、後ほど事務局までお伝え願

います。 
また、本日の定例会終了後、出席委員は、二戸市教育委員会会

議規則第３０条に基づき、会議録に署名をお願いいたします。 
 
 

日程第１ 会期の決定 
 

加藤教育長  それでは、議事日程に従い会議を進めてまいります。 
 初めに、日程第１「会期の決定」をお諮りいたします。 
 会期は、本日１日間にしたいと思いますが、いかがでしょうか。 
 

委員一同 異議なし。 
 

加藤教育長  ご異議がないものと認め、会期は本日１日間といたします。 
 
 

日程第２ 一般報告 
 
加藤教育長  次に、日程第２「一般報告」を議題といたします。 

 １ページをお開きください。 
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２月５日（月） 
福岡高校学校運営協議会について報告 

２月６日（火） 
県教委との意見交換会について報告 

２月８日（木） 
教育研究発表会について報告 

 
加藤教育長  報告は以上です。なにか質問などありましたらどうぞ。 

 
委員一同 なし。 

 
加藤教育長 ないようですので、日程第２「一般報告」は終了いたします。 
 
  
日程第３ 議案第１号「令和６年度教育施政方針要旨について」 

 

 

加藤教育長 

 

 

 

佐藤教育企画課長 

 

加藤教育長 

 

委員一同 

 

槻舘委員 

 

加藤教育長 

 

槻舘委員 

 

 

 

加藤教育長 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

 

槻舘委員 

日程第３ 議案第１号「令和６年度教育施政方針要旨につい

て」を議題といたします。 

議案第 1 号の説明をお願いします。 

 

【資料説明】 

 

説明が終わりました。質疑を許可いたします。 

 

なし。 
 
はい。 
 
槻舘委員。 
 
部活動のあり方のところで、表現はいいのですが、部活動指導

員の試行的配置のところの文言が無くなりましたが、何か意図が

あったのでしょうか。 
 
佐藤教育企画課長。 
 
はい。部活動指導員を試行的に配置していくということに変わ

りはないのですが、表現上言い回しを変更させてほしいというこ

とで修正するものです。 
 
分かりました。 
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加藤教育長 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

 ほかにありませんか。 
 
なし。 
 
それでは、議案第１号「令和６年度教育施政方針要旨について」

は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 
異議なし 
 
それでは、ご異議ないものと認め、議案第１号は原案のとおり、

可決いたします。 
 

  

日程第４ 議案第２号「市議会定例会提出議案への同意について」 

 

加藤教育長 

 

 

 

佐藤生涯学習課長 

 

加藤教育長 

 

加藤教育長 

 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

加藤教育長 

 

槻舘委員 

 

加藤教育長 

 

槻舘委員 

 

委員一同 

 

佐藤教育企画課長 

 

日程第４ 議案第２号「市議会定例会提出議案への同意につい

て」を議題といたします。 

議案第２号の説明をお願いします。 

 

【資料説明】 

 

説明が終わりました。質疑を許可いたします。 

 

 先に私からよろしいでしょうか。Ｐ５の当初予算歳入の雑入に

ついて、説明をお願いします。 

 

 はい。雑入についてですが、これは、学校給食費の徴収金がこ

こに含まれるため、大幅増ということになっております。 

 

ほかにありませんか。 

 

 はい。 

 

 槻舘委員。 

 

 教育支援センターに関わる予算措置はないのでしょうか。 

 

 佐藤教育企画課長。 

 

はい。教育支援センターについては、特別支援教育支援員を増

やすということと、おあしすを教育支援センターとして位置付け



 6

 

 

加藤教育長 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

 

槻舘委員 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

 

槻舘委員 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

て機能強化していくということとしております。 

 

特別支援教育支援員の増員分は校内教育支援センターにかかる

人件費ということですよね。 

 

はい。校内教育支援センターの環境整備については既に今年度

分の予算の中で改修等行っていますので、当初予算の中で見えて

いないということです。その他に、校内教育支援センターとして、

現在福岡中学校の校内に設置をすることとして考えていますが、

そこに係る予算としては、校内教育支援センターに対応する人件

費分ということになります。 

 

資料３のＮｏ17 の特別支援教育事業の増分がこれにあたるも

ので、おあしすの事業と一致せず分かりづらいということだった

のかと思います。 

 

 予算上の事業として記載している資料となりますので、各事業

の中に様々含まれたりしているというところでした。今回は、資

料上、表に見えづらいものになりますが、先ほども説明しました

通り、校内教育支援センターのかかる予算が特別支援教育事業内

にあるということになります。 

 

要するに、おあしすを機能強化して進めすにあたって、改めて

の予算措置はないのかということです。 
 
現状の予算は確保してありまして、その既存予算、これまでの

予算の中で、柔軟な対応ができるように変えていく。それ以外に、

機能強化の一環として校内教育支援センターを設置していく。こ

れに係る人件費分は増額しているということです。 
 
ソフト面の拡充に重きを置いた予算案となっているというこ

とになります。 
 
福岡中学校に設置するということですが、今のおあしすとの関

りはどうなるのですか。おあしす自体を拡充するのでしょうか。 
 
おあしすですが、これまで通り、不登校児童生徒への支援はそ

のままに、不登校気味な児童生徒や別室登校で対応しているよう

な児童生徒等についての支援も柔軟に連携できるように変えて

いくものです。 
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加藤教育長 

 

 

 

槻舘委員 

 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

槻舘委員 

 

 

 

 

立花教育部長 

 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦学校給食センタ

ー所長 

 

 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

県教委が県立図書館内に県教育支援センターの分室を設置す

るように、当市もアウトリーチの機能を充実させるような取り組

みを進めていきたいというイメージになります。 
 
良く分かりましたが、教育施政方針要旨より、教育支援センタ

ーの機能強化ということでしたので、少し誤解していたなと思い

ました。福中に分室を置くようなイメージで良いのですね。 
 
はい。そうです。適応指導教室にも設置要綱がありますので、

今回の内容改正に伴いまして、教育支援センター化した場合の要

綱として形態が変わる部分につきましては要綱改正案でまたお

示ししたいと考えております。 
 
分かりました。 
規模として福中に設置というのは分かるのですが、他の学校と

の関わりで、他校の子たちが利用しやすいのかは気になります

ね。 
 
はい。来年度は福中に設置ということですが、不登校等の支援

は福岡中学校に限った話ではありませんので、他の中学校あるい

は小学校も含めて必要に応じて検討していきますし、それが、常

設なのか、アウトリーチのような形にするのか検証していくこと

になります。 
 
現在任用している教育相談員の２名と福中の支援員の連携は

密に進めていくべきだし、おあしすという本拠地だけでなく子ど

ものニーズに寄り添った形で支援できるようこれまで以上に柔

軟に進めていきたいと思っています。 
それと、もう少し。資料３のＮｏ８、給食センター管理運営事

業とＮｏ14 のリフレッシュ事業について、それと、Ｎｏ30 の槻

蔭舎きぼう塾事業について、前年度比の大幅な増減になっている

理由を説明願います。 
 
資料３のＮｏ８、給食センター管理運営事業についてです。現

在、色々な設備の更新等順次行っておりまして、毎年上下してい

るものですが、確かに、令和５年度にかかったものとの比較で言

うと、小規模なものの更新になるので、 
 
Ｎｏ14 のリフレッシュ事業についてです。来年度大きくは学

校の照明のＬＥＤ化にかかるものでございます。こちら、令和６

年度当初予算ではなく、今年度の令和５年度の補正予算として今
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佐藤生涯学習課長 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

 

佐藤生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

 

 

佐藤生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

佐々木委員 

 

加藤教育長 

 

佐々木委員 

 

 

佐藤生涯学習課長 

組んでいるところでございます。実際には令和５年度予算です

が、６年度に繰り越して行う事業になるという部分がリフレッシ

ュ事業のメインになろうかと思います。 
 
次に、Ｎｏ30 の槻蔭舎きぼう塾事業について、私から説明い

たします。ジュニア槻蔭舎きぼう塾の映画上映会を３年に１回開

催しておりまして、令和６年度に開催しますので、その分の前年

度比増となっております。よろしくお願いします。 
 
その他、芸術文化の振興の中で、にのへチャレンジアート事業

の中身について説明願います。目的、対象について。 
 
来年度行うにのへチャレンジアート事業についてですが、これ

も３年に１度開催しておりまして、目的としては、芸術文化団体

の団体、お茶、日本舞踊やお花などの団体の活動についてご紹介

しながら体験もできるイベントとして、中高生をメインに体験型

事業を実施しているものです。そして、作品展は翌年度に開催す

るものとして、見るものと体験するものと分けて展開していま

す。 
 
お茶やお花の会等と子供たちとのつながりも一つの目的とし

ているようですが、その団体への加入者の増にも効果的につなが

っているのかどうかわかりますか。 
 
はい。団体によっては、加入者は増えているところもあるよう

です。また、その他にも、イベントの時だけ一緒に活動してくれ

るメンバーがいるというような事例もあると聞いております。あ

とは、新たなジャンルでの加入として、自分たちが新しく始めた

いということで芸術文化協会の方に相談があり新設されたグル

ープもあるという現状です。 
 
ほかにありませんか。 
 
はい。 
 
佐々木委員。 
 
資料３のＮｏ26、Ｊホール自主文化事業について、活動内容を

教えてください。 
 
はい。コロナ禍により、事業を中止していたこともありました
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加藤教育長 

 

荒谷委員 

 

加藤教育長 

 

荒谷委員 

 

 

加藤教育長 

 

柴田文化財課長 

 

 

 

加藤教育長 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

阿部委員 

 

加藤教育長 

 

阿部委員 

 

 

 

が、昨年度から民謡保存会の発表会が再開されました。今年度か

らは新たに、二戸吹奏楽団の活動拠点がこちらに移りましたの

で、自主文化活動として活動しております。今月下旬にも合唱団

桂さんのジョイントコンサートを開催しますし、３月にも民謡発

表会を開催することになっております。 
 
ほかにありませんか。 
 
はい。 
 
荒谷委員。 
 
令和５年度の補正予算のところで、発掘調査費の減の内容と、

育英資金貸与にかかる推移について状況を教えてください。 
 
柴田文化財課長。 
 
はい。発掘調査費の減についてですが、当初予定していました

内容から変更があったことに伴い、事業費の確定により減額する

ものでございます。 
 
次に、育英資金について、佐藤教育企画課長。 
 
はい。育英資金の貸与実績についてです。新規貸与実績につい

ては、令和元年度、高校・大学等の合計 17 名、令和２年度は 15
名、令和３年度は 12 名、令和４年度は 19 名、令和５年度は 12
名となっております。なお、継続貸与の方もありますので、玲央

和５年度で言いますと、合計で 38 名に貸与しているという状況

となっております。貸与の実績の推移から年度分の必要額が見込

まれたことによる減額補正と負うことになります。 
 
ほかにありませんか。 
 
はい。 
 
阿部委員。 
 
資料３のＮｏ12、スクールバス運行事業について。前年度比で

増額となっていますが、色々な値上げによるものかなと思います

が現在の利用状況をお伺いします。 
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加藤教育長 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

 

 

加藤教育長 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

佐藤教育企画課長。 
 
令和４年度決算ベースですが、全体の利用者は 208 名。浄法

寺地区が 87 名、その他が 121 名となっております。福岡小学校、

福岡中学校、中央小学校、浄法寺地区等、バスやタクシーを手配

し利用して頂いております。 
 
ほかにありませんか。 
 
なし。 
 
それでは、議案第２号「市議会定例会提出議案への同意につい

て」は、原案のとおり同意することにご異議ありませんか。 
 
異議なし 
 
それでは、ご異議ないものと認め、議案第２号は原案のとおり、

可決いたします。 
 
 

日程第５ 報告第１号「二戸市教育委員会の後援・共催等について」 

 

加藤教育長 

 

 

 

佐藤生涯学習課長 

 

加藤教育長 

 

佐々木委員。 

 

加藤教育長 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

加藤教育長 

 

委員一同 

 

日程第５ 報告第１号「二戸市教育委員会の後援・共催等につ

いて」を議題といたします。 

報告第 1 号の説明をお願いします。 

 

【資料説明】 

 

説明が終わりました。質疑を許可いたします。 

 

はい。 
 
佐々木委員。 
 
はい。対象者ということですが、商工会等に所属する市内の経

営者の方々となっています。 
 
ほかにありませんか。 
 
なし。 
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加藤教育長 

 

 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

 

佐藤教育企画課長 

 

 

加藤教育長 

 

 

委員一同 

 

加藤教育長 

 

 

加藤教育長 

 

 

 ないものと認め、報告第１号は説明のとおりといたします。 

予定されていた案件について全て終了いたしました。 

ほかに、何かあればお願いいたします。 

 

なし。 

 

ないようですので、次回の定例会の日程を決めたいと思いま

す。事務局からお願いします。 

 

はい。次回の定例会は４月２３日（火）午後２時より開催した

いと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

事務局から、以上の提案がありましたが、委員の皆様ご都合は

いかがでしょうか。 

 

異議なし。 

 

それでは、次回の教育委員会定例会は４月２３日（火）午後２

時から開催することといたします。 

 
以上で、令和６年第３回二戸市教育委員会定例会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。 
 

  

閉会 午後３時２０分 


